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日本の国際化について

この15年を振り返って思うこと



特にポスドク・博士研究者のレベルにおいて、
人材獲得の体制がうまく働いている

・大学によるアウトリーチ活動
・教授による海外人材の探し
・大学における英語の正常化
・JSPS外国人特別研究員事業
・日本の研究者の国際的な認知
・その他

・?

１年、２年後

しかし、ポスドクの後に日本の助教・准教授のポストを探す人が少なく、またポスドクの途中で職を辞す人も
います。物理的な研究環境や研究の質についての不満は聞いたことは一度もありません。

問題はむしろ目に見えないものだと思います。

日本の国際化について



科研費って何？

科研費に申請しよう！
出島に暮らす人々

依然として実質的に存在する出島体制。

日本の研究社会には自由に参加できるにもかかわらず、海外研究者への
情報提供は限られており、日本の研究者との交流機会も少ない。

→ 研究室内における「孤立感」

https://keijoseph.amebaownd.
com/posts/10760934/

さみしいな〜

日本にもコロナ流
行っているかな？

これ読んで！

【先輩】申請書を
読んであげる！

来年度の戦略目標みた？

みた。この分野が着目され
そうですね。

コロナやばいですね。

どんな分野に入れ
ばいいのか？

感染状況はもう

ステージ３になった。
医療体制が壊しそう。

児島将康『科研費獲得の方法とコ
ツ 改訂第6版〜実例とポイントで
わかる申請書の書き方と応募戦
略』羊土社

児島将康『科研費申請書の赤ペ
ン添削ハンドブック 第2版』羊土社



出島体制を緩和するための取り組み（京都大学高等研究院）

COVID-19 Guidebook (WPI-iCeMS)

• 2020年4月（ver 1）,…, 2021年6月（ver 10）

• 日本における感染状況のまとめ（NHK HPの
データと記事に基づく）、政府の対応（3つの

「密」等）、大学の対策、感染時の対応、英語
で対応できる病院の連絡先、など

• 18ページ

KAKENHI Writing Seminar (WPI-ASHBi)

• 2020, 2021, 2022, 2023年、Zoom開催
• 700人程度の参加者
• 科研費の説明と申請方法
• 有効な書き方・tips
• KURA主催のセミナーも多数開催されている

Diversity and Inclusion Committee 
(WPI-iCeMS)

• 誰でも参加できる環境をどのように
構築・維持するかを議論するため

• iCeMS Retreatでパネルディスカッショ
ンの開催

• ハラスメント相談窓口の設置



残された課題

日常生活において

• メンタルヘルスに対するケア

• 社会的孤立に陥る危機があるかどうか、
どのように判断すべきか

• 大学はこの点について、どこまで配慮
すべきか

災害時の対応

• 3/11規模の災害が発生した場合、どうすればよいか、
どこに行けばよいかわからない人が多い

• 欧米の人々は、地震の経験や訓練が特に少ない

日本語と英語の位置付け

• 環境を無理に「英語化」すると、特に若い世代の日本の研究者が
参加が減少し、若い海外の研究者の孤立がさらに悪化される

• 完全に英語の環境である必要はなく、英語と日本語の両方が平
等に共存し、楽しめる環境を実現できるか


	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7

